
実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

2025年度　葵メディカルアカデミー　歯科衛生科

（省令で定める単位数等の基準数相当分）

科目名 時間数 年次 担当者 実務経験を活かした授業内容

歯科英語 15 1年 田村　覚美

歯科衛生士として歯科診療所での5年間の実務経験を活かし

た授業で、日本語を母国語としない患者に対しても、医療

従事者として意思疎通を図れるよう、また発展を続ける歯

科医学に対して英語文献を介した接触ができるよう、基礎

的な知識の習得に努める。

コミュニケーション論 15 1年 大竹　紀子

歯科衛生士として歯科診療所での9年間の実務経験を活かし

た授業で、医療人を目指す第一歩として、他者とのコミュ

ニケーション能力・スキル・メンタルを考える。

歯科衛生学総論 30 1年 橋本　理恵

歯科衛生士として歯科診療所での6年間の実務経験を活かした授

業で、歯科衛生士の意義・役割・使命について理解をするため

に、歯科衛生士の歴史的変遷と取り巻く社会的背景、歯科衛生士

業務について修得する。

歯科予防処置論Ⅰ 45 1年 内田　綾

歯科衛生士として歯科診療所での10年間の実務経験と活かした授

業で、歯および口腔の疾患を予防し健康な状態を維持・増進する

ために行われる専門的な処置を行うために必要な知識を学習し、

実習を通して技術を身につける。

歯科予防処置論Ⅱ 45 1年 内田　綾

歯科衛生士として歯科診療所での10年間の実務経験と活かした授

業で、歯および口腔の疾患を予防し健康な状態を維持・増進する

ために行われる専門的な処置を行うために必要な知識を学習し、

実習を通して技術を身につける。

歯科予防処置論Ⅲ 135 ２年 橋本　理恵

歯科衛生士として歯科診療所での6年間の実務経験を活かした授

業で、歯科予防処置の目的・方法・手技について講義や実習を通

して学び、生体に対する配慮を行いながら正確かつ迅速に歯石除

去をする技術・能力・態度を身につけることを目標とする。

歯科予防処置論Ⅳ 135 ２年 橋本　理恵

歯科衛生士として歯科診療所での6年間の実務経験を活かした授

業で、歯科予防処置の目的・方法・手技について講義や実習を通

して学び、生体に対する配慮を行いながら正確かつ迅速に歯石除

去をする技術・能力・態度を身につけることを目標とする。

歯科保健指導論Ⅰ 90 1年 大竹　紀子

歯科衛生士として歯科診療所での9年間の実務経験を活かした授

業で、健康と疾病の概念を理解し、人々の歯・口腔の健康を維持

し、増進するために、プロフェッショナルケア・セルフケア・コ

ミュニティケアの基本となる知識、技術、態度を修得する。



歯科保健指導論Ⅱ 45 1年 大竹　紀子

歯科衛生士として歯科診療所での9年間の実務経験を活かした授

業で、健康と疾病の概念を理解し、人々の歯・口腔の健康を維持

し、増進するために、プロフェッショナルケア・セルフケア・コ

ミュニティケアの基本となる知識、技術、態度を修得する。

歯科保健指導論Ⅲ 90 ２年 大竹　紀子

歯科衛生士として歯科診療所での9年間の実務経験を活かした授

業で、歯科衛生過程をすすめていく上で必要となる知識と技術を

身につけるとともに、実際に歯科衛生診断、計画立案、評価等、

歯科衛生過程に必要となる能力を身につける。

歯科診療補助論Ⅰ 45 1年 田村　覚美

歯科衛生士として歯科診療所での5年間の実務経験を活かした授

業で、歯科診療補助に関する知識と技術を修得し、臨床の場に対

応し得る能力を身につける。講義では基本的知識を理解し、基本

技術は顎模型、マニキンでの実習、相互実習で修得する。

歯科診療補助論Ⅱ 90 1年 岩片　真己

歯科衛生士として歯科診療所での８年間の実務経験を活かした授

業で、歯科診療補助に関する知識と基本的技術を修得し、臨床の

場に対応し得る能力を身につける。講義では基本的知識を理解

し、基本的技術では顎模型、マニキンでの実習、相互実習で修得

する。

歯科診療補助論Ⅲ 90 ２年 田村　覚美

歯科衛生士として歯科診療所での5年間の実務経験を活かした授

業で、歯科診療補助に関する知識と技術を修得し、臨床の場に対

応し得る能力を身につける。講義では基本的知識を理解し、基本

技術は顎模型、マニキンでの実習、相互実習で修得する。

歯科診療補助論Ⅳ 135 ２年 岩片　真己

歯科衛生士として歯科診療所での８年間の実務経験を活かした授

業で、歯科診療補助に関する知識と基本的技術を修得し、臨床の

場に対応し得る能力を身につける。講義では基本的知識を理解

し、基本的技術では顎模型、マニキンでの実習、相互実習で修得

する。

歯科診療補助論Ⅴ 45 3年 髙島　すみれ

歯科衛生士として一般診療所での9年間の実務経験を活かした授

業で、健康保険制度の基本的知識を理解し、医療行為に対する診

療報酬請求事務を学ぶ。診療の流れを十分に理解し、診療録に基

づいた正しい診療報酬明細書の記載方法、傷病名記載方法を学

ぶ。診療録に基づいた治療費の計算方法等、内容も理解する。

臨地実習Ⅰ 135 2年 大竹　紀子

歯科衛生士として歯科診療所での9年間の実務経験と活かした授

業で、ライフステージごとの歯科保健指導能力を養うための手段

として、保育園・幼稚園・小学校・中学校において口腔清掃指導

の実習を行う。

臨地実習Ⅱ 135 3年 橋本　理恵

歯科衛生士として歯科診療所での実務経験を活かした授業で、臨

地実習Ⅰに基づき、対象者に対して口腔衛生指導の技術を確実に

するとともに、歯科衛生過程に基づきアセスメントをとり、歯科

衛生診断をし、歯科衛生計画を立て、介入まで行うことを目的と

する。また、歯科衛生士として必要な知識・技術・態度を身につ

け、自分の意見を持ち、さらに医療専門職として責任のある行動

を獲得することを目的とする。



臨床実習Ⅰ 90 ２年 内田　綾

校内実習を段階的に行った上で、それぞれ境遇の違う患者と接す

ることにより、一人ひとりの口腔内状況を知り、その問題点を解

決するために実習指導者はどう実施内容を考え、介入しているか

を見学し、学ぶことを目的としている。また、最終学年での実習

をより効果的かつ有意義にすることを目的とする。

臨床実習Ⅱ 540 3年 岩片　真己

歯科衛生士として歯科診療所での実務経験を活かした授業で、臨

床実習指導者のもとで患者を担当し、歯科衛生過程に基づきアセ

スメントをとり、歯科衛生診断をし、歯科衛生計画を立てて介入

し、その後評価まで行うことを目的とする。また、歯科衛生士と

して必要な知識・技術・態度を身につけ、自分の意見を持ち、さ

らに医療専門職としての責任ある行動を獲得することを目的とす

る。

実例演習Ⅰ 30 2年 橋本　理恵

歯科衛生士として歯科診療所での6年間の実務経験を活かした授

業で、人々の歯科衛生ニーズにあった支援をするために、論理的

に思考し、問題発見及び解決することの意義を理解する。

実例演習Ⅱ 30 3年 岩片　真己

歯科衛生士として歯科診療所での実務経験を活かした授業で、歯

科医学の基礎、臨床基礎医学、治療学へとつながる一連の学問体

系の中で、臨床実習で体験した経験を踏まえて歯科衛生士に必須

の知識を再度学ぶことでそれらの必要性を改めて着実に発展させ

ることを目的とした授業を行う。

実例演習Ⅲ 60 3年 岩片　真己

歯科衛生士として歯科診療所での実務経験を活かした授業で、過

去の業者模試を行う。これまでに学んだ歯科衛生士になるための

知識とスキルの集大成が目的であり、この授業で学ぶことによ

り、歯科衛生士国家試験を合格できる実力が確保されることが目

的である。

総合演習Ⅰ 30 3年 岩片　真己

歯科衛生士として歯科診療所での実務経験を活かした授業で、科

目ごとの確認試験を行う。これまでに学んだ歯科衛生士になるた

めの知識とスキルの集大成が目的であり、この授業で学ぶことに

より、歯科衛生士国家試験を合格できる実力が確保されることが

目的である。

総合演習Ⅱ 30 3年 岩片　真己

歯科衛生士として歯科診療所での実務経験を活かした授業で、業

者ごとの模擬試験と卒業試験を行う。これまでに学んだ歯科衛生

士になるための知識とスキルの集大成が目的であり、この授業で

学ぶことにより、歯科衛生士国家試験を合格できる実力が確保さ

れることが目的である。


